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2 令和３年度予算 10 補正予算 23 追跡リポート
6 町当局へ19項目の意見を提言 13 一般質問 　   その後どうなった…
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　町
民
の
皆
様
に
は
、
写
真

の
撮
影
や
﹃
住
民
の
声
﹄
な

ど
に
い
つ
も
快
く
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
て
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
理
解
が
な
け
れ
ば
、

こ
の
広
報
は
成
り
立
た
な
い

の
だ
と
発
行
の
度
に
実
感
致

し
ま
す
。

　さ
て
、
本
町
は
今
復
興
の

真
っ
最
中
で
す
。
こ
の
ま
ま

ゆ
け
ば
数
年
の
内
に
さ
ら
に

町
づ
く
り
は
進
み
ま
す
。
そ

の
土
台
は
、
全
町
民
全
世
代

の
方
々
が
汗
を
流
し
て
作
り

上
げ
た
も
の
な
の
だ
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　新
年
度
も
町
民
の
皆
様
と

ご
一
緒
に
、
議
会
一
同
励
ん

で
参
り
ま
す
。

 

佐
藤

　
　牧

編
集
後
記

編
集
委
員

　委
　
員
　
長

　若
生

　
　寛

　副
委
員
長

　佐
藤

　
　牧

　委

　
　員

　吉
田

　耕
大

　委

　
　員

　赤
間

　茂
幸

　委

　
　員

　熱
海

　文
義

　委

　
　員

　石
川

　壽
和

希望の春

　い
ろ
い
ろ
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
大
郷
町
は
交
通
機
関
が
少
な
す
ぎ

る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
免
許

が
な
い
分
ど
こ
か
に
行
き
た
く
て
も
ど

こ
に
も
遊
び
に
行
け
な
い
の
で
他
の
町

村
よ
り
も
流
行
に
遅
れ
た
り
、
高
齢
者

が
免
許
返
納
し
た
場
合
は
買
い
物
等
の

足
が
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
と
言
っ
て

い
ま
す
が
、
バ
ス
も
タ
ク
シ
ー
も
電
車

も
な
い
分
ど
こ
で
高
齢
者
や
若
者
を
過

ご
し
や
す
く
さ
せ
ら
れ
る
の
か
、
町
と

し
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
教
え
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

も
っ
と  

　
　
　
　

住
み
や
す
い
町
に

6月3日㈭から
6月8日㈫まで

午前10時～

「おおさとみんなの議会198号」が

第40回県町村議会広報選考会にお

いて入選を受賞しました。

佐々木　勝顕さん

（ 木ノ崎 ）

さ さ き かつあき

　令和２年３月定例会より、
ライブ中継と録画を動画サ
イト「YouTube（ユーチ
ューブ）」にて、配信してい
ます。右記のQRコードよ
りご覧になれます。

▲編集作業

４
年
連
続
で
受
賞

お知らせ
議会報告会について、５月に予定しておりましたが新型コロナウイルス感染
拡大予防のため見合わせていただきます。
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定例会定例会

町花：つつじ町花：つつじおおさとおおさと

令和３年５月１日

発行責任者／大郷町議会議長 石川良彦
編集／広報広聴常任委員会
印刷／有限会社中村印刷

〒981-3592　宮城県黒川郡大郷町粕川字西長崎5-8
TEL022（359）5513　FAX022（359）3287
大郷町ホームページ　http://www.town.miyagi-osato.lg.jp/

№202おおさとおおさと

NO.202



51億円51億円51億円
令和３年度  一般会計予算

特別会計・事業会計予算額

農業集落排水事業 戸別合併処理浄化槽 宅 地 分 譲 事 業 水 道 事 業 会 計
収益的支出 資本的支出

国 民 健 康 保 険 介 護 保 険 後期高齢者医療 下 水 道 事 業

一  般  会  計

歳　入
（財源）

（使いみち）
歳　出

その他 3396万円

諸収入  1億4322万円
使用料及び手数料  7243万円

その他  3億2128万円

民生費
11億9466万円

総務費
9億7706万円

土木費
9億4323万円

教育費
4億9423万円

衛生費
4億475万円

公債費（借入返済）
4億1854万円

農林水産業費
3億2435万円

消防費 2億972万円
議会費 9950万円

地方交付税
13億4000万円

町税
10億5480万円

繰入金
6億7564万円

国庫支出金
5億3903万円

町債（借入金）  4億7199万円

県支出金  3億889万円

地方消費税交付金  1億7272万円

5419万円
304万円増

6707万円
73万円増

2億5690万円
2億4434万円増

2億3251万円
3422万円増

8億9567万円
5598万円減

10億5984万円
2762万円増

8302万円
79万円減

2億4909万円
2139万円増

地方公共団体の財源を
均衡にするため、国か
ら交付されるお金

基本検診、がん検診、
予防接種やごみ処理
などにかかるお金

災害復興事業、道路改良、
町営住宅維持管理などにかかるお金

住民バス、庁舎建設基金
積立、防災、防犯関係な
どにかかるお金

認定子ども園の運
営、児童手当、ふ
れあい号や障がい
福祉などにかかる
お金

2億8000
万円増前年比

災害復興関連事業

子育て世帯への応援

○町管理河川緊急浚渫事業 6232万円
○中粕川地区復興まちづくり事業
　　・コミュニティセンター・防災緑地等 １億2640万円
　　・宅地嵩上げ安全確保事業 １億4393万円
○中村原地区宅地造成事業（災害公営） 2億5031万円

○小・中学校の給食費無償化 3081万円
○認定こども園主食・副食費無償化 761万円
○通園バス運行補助金 1487万円
○小・中学校スクールバス運行業務 4437万円
○18歳までの医療費助成 3067万円

生 活 環 境 支 援
○高齢者の外出支援事業「ふれあい号」 　　　850万円
○住民バス指定管理料・公金徴収業務 3034万円
○ごみ収集・焼却処理 １億2945万円

移住定住促進事業

災害復興関連事業

子育て世帯への応援

生 活 環 境 支 援

移住定住促進事業 過去５年の一般会計予算（当初）の推移

○地域おこし協力隊関連費用
 1300万円
○若者及び子育て世帯定住促進奨励金
 708万円
○被災住宅再建支援金
 2000万円 2億7148万円

1億7344万円増平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

42億3520万円
42億円

50億円

47億8400万円

45億9800万円

48億2000万円

51億円
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問

　認
定
こ
ど
も
園
の
通
園
バ

ス
の
増
額
要
因
は
。

答

　運
営
法
人
側
か
ら
町
に
対

し
て
添
乗
員
分
を
見
て
も
ら
え

な
い
か
と
要
望
が
あ
り
、
３
名

分
約
3
0
0
万
円
増
額
計
上
と

な
っ
た
。

問

　業
務
内
容
は
。

答

　東
日
本
台
風
被
災
者
支
援

で
個
別
訪
問
と
地
域
づ
く
り
を

視
点
に
、
仮
設
や
在
宅
も
含
め
、

地
域
の
つ
な
が
り
を
作
り
、
サ

ロ
ン
等
の
活
動
も
支
援
す
る
事

業
。 防

犯
灯
増
設

町
税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納

夏
ま
つ
り

心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス

移
住
支
援

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

庁
舎
建
設
基
金
積
立
︵
１
億
円
︶

通
園
バ
ス
運
行
補
助
金

被
災
者
生
活
支
援
員

集
落
機
能
維
持

ご
み
袋

２
割
増
商
品
券

問

　事
業
内
容
は
。

答

　対
象
者
は
東
京
都
に
住
ん

で
い
る
方
な
ど
。
最
大
1
0
0

万
円
を
支
給
す
る
内
容
で
あ
る
。

対
象
は
現
在
、
㈱
イ
グ
ナ
ル

フ
ァ
ー
ム
の
み
だ
が
、
他
の
企

業
も
対
象
と
な
る
。

問

　公
民
館
跡
地
の
計
画
は
。

答

　駐
車
場
や
会
議
室
︵
プ
レ

ハ
ブ
︶
等
を
検
討
し
て
い
る
。

問

　今
後
の
計
画
は
。

答

　令
和
12
年
度
建
設
候
補
地

決
定
の
予
定
。
町
民
の
意
見
等

を
参
考
に
し
な
が
ら
適
地
を
決

定
し
た
い
。

　
　継
続
が
難
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
後
継
者
対
策
を
。

答

　学
校
の
協
力
を
得
た
り
、

町
内
の
若
者
な
ど
に
も
声
が
け

を
し
て
継
続
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
く
。

問

　今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
く
の
か
。

答

　児
童
生
徒
の
抱
え
る
問
題

の
解
決
に
向
け
、﹁
心
の
ケ
ア

ハ
ウ
ス
﹂
に
重
点
配
置
し
、
教

育
相
談
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

問

　相
談
窓
口
は
。

答

　接
種
手
続
き
等
に
つ
い
て

は
、
町
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で

対
応
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県

で
対
応
と
な
る
。

問

　新
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
内
容

は
。

答

　国
保
税
・
住
民
税
・
固
定

資
産
税
・
自
動
車
税
に
つ
い
て
、

コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
対
す
る
業
務
。

令
和
４
年
度
実
施
す
る
予
定
。

問

　令
和
３
年
度
の
L
E
D
化

計
画
は
。

答

　25
基
予
定
で
壊
れ
た
都
度

L
E
D
化
に
す
る
。
町
境
を
集

中
し
て
や
り
た
い
。

問

　現
時
点
の
内
容
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

　実
行
委
員
の
意
見
を
聞
き
、

開
催
方
法
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成

等
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　
問

　診
断
の
進
捗
状
況
は
。

答

　住
宅
の
耐
震
化
率
は
66
・

9
％
。
90
％
を
目
標
と
し
て
い

る
。

問

　利
用
状
況
は
。

答

　令
和
２
年
度
は
、
延
べ
来

所
支
援
41
名
が
﹁
心
の
ケ
ア
ハ

ウ
ス
﹂
に
来
ら
れ
た
。
学
校
支

援
75
名
、
家
庭
訪
問
支
援
31
名

と
な
っ
て
い
る
。

問

　計
画
と
何
名
ぐ
ら
い
予
定

し
て
い
る
の
か
。

答

　今
年
度
か
ら
新
設
で
、
今

年
１
名
、
来
年
度
１
名
予
定
し

て
い
る
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断

問

　黒
川
圏
域
の
ご
み
袋
統
一

化
の
考
え
は
。

答

　本
町
は
や
り
た
い
が
、
他

町
村
と
は
管
理
体
制
が
異
な
っ

て
い
る
の
で
難
し
い
。
将
来
的

に
は
統
一
の
方
向
に
持
っ
て
い

き
た
い
。

問

　集
落
機
能
維
持
・
再
生
活

動
事
業
は
。

答

　令
和
３
年
度
ま
で
は
実
施

す
る
予
定
。

問

　台
数
と
場
所
は
。

答

　E
V
充
電
器
が
あ
る
看
板

の
所
に
２
台
、
開
発
セ
ン
タ
ー

に
３
台
設
置
す
る
。

問

　販
売
予
定
数
は
。

答

　昨
年
度
は
1
6
0
0
セ
ッ

ト
。
新
年
度
は
2
5
0
0
セ
ッ

ト
予
定
し
て
い
る
。

　
　使
用
料
︵
10
ト
ン
未
満
︶

に
応
じ
た
基
本
料
金
の
細
分
化

を
。

答

　水
道
事
業
と
し
て
の
運
営

等
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
今

後
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

道
の
駅
防
犯
カ
メ
ラ

水
道
料
金

町
指
定
無
形
文
化
財

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

中
央
公
民
館
跡
地
利
用

一般会計・特別会計・水道事業会計予算を一般会計・特別会計・水道事業会計予算を

防
災
士
資
格
取
得

▲無形文化財の継承を

▲いきいき百歳体操

徹底 検証徹底 検証徹底 検証　令和３年度の予算を詳細に審査するため、特別
委員会を設置し、延べ６日間にわたり各課ごとに
質疑応答を行い、慎重審議・検証しました。本会
議では委員会審査報告の後採択し、一般会計及び
各種会計を可決しました。

予
算
審
査

予
算
審
査 石川　壽和 副委員長 赤間　茂幸 委員長

5 4令和３年５月
№202おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会
令和３年５月

№202おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会



7 6令和３年５月
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予
算
審
査

予
算
審
査

町当局へ　  項目町当局へ　  項目の令和3年度
予  算 19 意見を提言

16

防犯カメラの増設を

登記未処理の解消を登記未処理の解消を

成婚・婚活事業の工夫を

町道の安全確保を 物産開発への支援を

地域おこし協力隊の定住を

早期に治水・内水対策を鳥獣被害対策を

健康推進を図れ図書室の充実を 児童・生徒の安全確認を

企業版ふるさと納税の周知を

防犯カメラの増設を 成婚・婚活事業の工夫を

町道の安全確保を 物産開発への支援を

地域おこし協力隊の定住を

早期に治水・内水対策を鳥獣被害対策を

健康推進を図れ図書室の充実を 児童・生徒の安全確認を

企業版ふるさと納税の周知を

答　企業にとってふるさと納税のメリットは。

答　財政課　法人税や法人住民税等が限度額

の９割まで控除額の対象になる。

答　未登記土地の進捗状況は。

答　財政課　当初約140件あり、現在では約

70件処理が完了。

町道等の登記未処理事案の解消に努められ

たい。

ふるさと納税（企業版）の周知を図られた

い。

改善改善

改善改善

答　新しい支援の考えは。

答　まちづくり政策課　民間事業者の意見を

参考にし、工夫していく。

答　主要道路でない場所にも防犯のため、カ

メラを計画的に設置してほしい。

答　総務課　３年前に８基増設している。全

体的にみて検討したい。

防犯カメラの増設を図られたい。 １年成婚事業の周知及び婚活イベントの内

容を工夫し、参加者の増を図られたい。

推進推進 推進

推進推進

推進

答　町独自の商品開発への支援は。

答　農政商工課　ずんだを使ったコロッケや

道の駅のラテがある。随時商品開発をしてい

る。

答　町道の白線が消えている箇所への対応は。

答　地域整備課　計画的に進めていく。

区画線等の交通安全施設を計画的に施工し、

町道の安全確保に努められたい。

物産開発の支援を行い、農業振興に努めら

れたい。

改善改善

答　緊急浚渫工事は何か年計画なのか。

答　地域整備課　令和２年度から５か年計画。

なお、西光寺川は３か年で終わる予定。

答　任期を終えた後も町内に住んでもらうた

めの優遇措置は。

答　復興定住推進課　任期満了後、残ってい

ただけるよう町としてもサポートしていきた

い。

地域おこし協力隊を積極的に募集し、町の

活性化を図り、移住定住に繋げられたい。

町管理河川の浚渫工事を早期に着手し、治

水、内水対策に努められたい。

拡充拡充

答　健康診断の受診率向上対策と町民への意

識対策は。

答　保健福祉課　ＡＩを活用し、健診を受け

なかった方に受診していただけるよう通知す

る。

答　鳥獣被害防止施設購入事業補助金制度の

内容は。

答　農政商工課　電気柵、防護柵などを設置

した場合に対しての補助である。

鳥獣被害対策強化を図られたい。

健康増進事業のさらなる推進を図られたい。

答　令和２年度は何冊購入したのか。３年度

の予定は。

答　社会教育課　２年度は54万円で421冊

購入。３年度は27万円の予算で250冊購入

予定である。

中央公民館図書室の充実を図られたい。

拡充拡充

答　スクールゾーンの危険箇所を把握してい

るのか。

答　学校教育課　令和２年度は点検できな

かったが、令和３年度は通学路等安全対策推

進会議を実施したい。

スクールバス乗降所や通学路を定期的に点

検し、児童・生徒の安全の確保に努められ

たい。

復興 拡充拡充新設新設 復興

推進推進

予算審査特別委員会で６日間にわたり審議し、審査及び　現地調査を踏まえ、19項目に及ぶ意見を町当局に提言した。



文化財の保護支援を文化財の保護支援を一般議
案３月定例会

一般議
案

　新型コロナ対策や災害復興事業に充当するため、政務活動費を

令和２年度に引き続き交付しないことを全会一致で可決した。

議案採決結果一覧表
石
川
良
彦

若
生
　
寛

千
葉
勇
治

石
垣
正
博

高
橋
重
信

和
賀
直
義

石
川
壽
和

熱
海
文
義

田
中
み
つ
子

佐
藤
千
加
雄

大
友
三
男

赤
間
茂
幸

佐
藤
　
牧

吉
田
耕
大

採
決
結
果

議　　　　案　　　　名
（略称は上記の表をご覧ください）

-

-

-

-

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

○

○

○

○

可

可

可

可

委発第１号
議案第７号
議案第８号～第１２号
議案第３１号

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない。

報告第１号 障害者福祉計画
　第３次障害者基本計画、第６期障害福祉計画、第２期障害児福祉計画が策定された。

議案第７号 課設置条例の一部改正
まちづくり政策課に国家戦略特区事業を推進するため「国家戦略推進室」を設置。

保健福祉課と町民課の子育て部門を統合し、町民課に「子ども健康室」を設置。

議案第８号 税条例の一部改正
　障害者等の軽自動車税の減免申請期限を「納期限まで」に延長。

議案第９号 国民健康保険税条例の一部改正
　軽減判定の基礎控除額を33万円から43万円に引き上げ。

議案第10号　 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正
死亡、障害等の要因が自然災害によるものか否かの判定が困難な場合、災害弔慰金等支給審査

委員会の規定を設け、その審査委員報酬について定めるもの。

議案第11号　 町営住宅条例の一部改正
　東沢団地並びに田布施団地の解体工事が令和３年３月完了予定のため、管理対象から外すもの。

議案第12号　 東日本大震災復興交付金基金条例の廃止
　令和３年４月１日をもって基金条例を廃止。

議案第31号　 介護保険条例の一部改正　第８期介護保険事業計画（令和３年度から５年度）

介護保険料を平均基準月額6,200円から6,300円に改定。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
 

　相
澤

　惠
子 

氏
︵
中
村
︶

　鈴
木

　利
博 

氏
︵
上
町
︶

任
期

　３
年
間

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

　高
橋

　貞
吉
氏
︵
吉
ケ
沢
︶

任
期

　３
年
間

あ
い
ざ
わ

　
　け
い
　
こ

す
ず
　
き
　

　
　と
し
ひ
ろ

た
か
は
し

　
　さ
だ
よ
し

人
事
案
件

政務活動費　新年度も返上

　各種健診の周知方法を工夫し、受診率の

向上を図られたい。

 介護予防事業や認知症予防事業のさらな

る充実を図られたい。

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
国民健康保険特別会計
介護保険特別会計

推進

拡充

推進

拡充

水道事業会計水道事業会計
石綿セメント管及び老朽管の更新を早期に

行い、有収率の向上を図られたい。

貴重な文化財の保管に努め、無形文化財の

保護、継承支援に努められたい。

推進

改善

推進

改善

一
般
会
計

　復
興
予
定
地
の
宅
地
嵩
上
げ
、
防
災

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
避
難
路
の

整
備
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
対
応
チ
ー
ム
に
よ
る
体
制
の
確

保
、
割
増
商
品
券
の
拡
大
等
が
計
上
さ

れ
、
執
行
部
の
シ
ン
プ
ル
で
説
得
力
の

あ
る
未
来
予
想
図
が
明
確
で
あ
る
こ
と

か
ら
賛
成
す
る
。 佐 

藤

　

  

牧
議
員

　中
粕
川
地
域
の
復
興
再
生
に
向
け
た

事
業
、
災
害
公
営
住
宅
を
含
む
中
村
原

地
区
の
宅
地
造
成
事
業
な
ど
が
見
受
け

ら
れ
る
の
で
賛
成
す
る
。

賛
成

賛
成

高 

橋 

重 

信
議
員

　台
風
19
号
災
害
箇
所
工
事
が
加
速
す

る
の
が
令
和
３
年
と
思
う
。
縁
の
郷
の

指
定
管
理
者
と
な
る
㈱
ラ
ト
リ
エ
、
施

設
内
で
I
C
T
関
連
事
業
が
ス
タ
ー
ト

す
る
な
ど
、
今
後
に
期
待
し
賛
成
す
る
。

賛
成

石 

垣 

正 

博
議
員

反
対

反
対

　庁
舎
建
設
基
金
積
立
金
１
億
円
は
、

災
害
復
興
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
る
た

め
、
今
年
度
は
見
合
わ
せ
る
べ
き
。
認

定
こ
ど
も
園
の
通
園
バ
ス
送
迎
補
助
員

人
件
費
と
縁
の
郷
農
園
、
ふ
れ
あ
い
農

園
の
土
地
借
地
料
の
町
負
担
は
納
得
で

き
な
い
。
町
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

費
が
あ
ま
り
に
も
低
す
ぎ
る
。

千 

葉 

勇 

治
議
員

　一
般
会
計
予
算
へ
の
具
体
的
説
明
が

な
く
、
町
債
だ
け
が
増
加
す
る
状
況
に

あ
る
。
復
興
事
業
と
、
そ
れ
が
完
了
し

た
後
の
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
を

連
動
さ
せ
た
予
算
計
上
を
行
う
べ
き
と

考
え
反
対
す
る
。 大 

友 

三 

男
議
員

加入促進を図り、水洗化率の向上に努めら

れたい。

下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
戸別合併処理浄化槽特別会計

下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
戸別合併処理浄化槽特別会計

︻
委
発
第
１
号
︼

大
郷
町
議
会
政
務
活
動
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例
の
改
正

︿
政
務
活
動
費
の
特
例
﹀

　令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、

政
務
活
動
費
は
交
付
し
な
い
。

︿
提
出
者
﹀

議
会
運
営
委
員
会

　委
員
長

　石
川

　壽
和

　委

　員

　熱
海

　文
義

　
　
　
　
　若
生

　
　寛

　
　
　
　
　千
葉

　勇
治

　
　
　
　
　石
垣

　正
博

　
　
　
　
　赤
間

　茂
幸

議員月額5000円

定
例
会

予
算
審
査

令和３年５月
№202おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会
令和３年５月

№202おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会
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補正予
算

619万円を減額し69億2100万円に３月定例会

３月18日補正
予算

補正
予算

自
動
水
栓
化

問

　小
・
中
学
校
の
手
洗
い
自

動
水
栓
化
は
。

答

　小
・
中
学
校
の
希
望
を
聞

き
、
水
栓
化
の
方
針
は
決
ま
っ

た
の
で
、
新
年
度
以
降
提
案
し

て
い
く
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

問

　整
備
推
進
補
助
金
1
8
0

万
円
の
内
容
は
。

答

　縁
の
郷
の
W
i
|

F
i
設

置
工
事
及
び
備
品
の
購
入
で
あ

る
。

国
民
健
康
保
険

問

　４
割
を
割
る
よ
う
な
受
診

率
の
状
況
で
あ
る
。
解
決
に
向

け
た
施
策
は
。

答

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受
診
控

え
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
受
診

率
向
上
に
つ
い
て
、
一
層
努
力

し
て
い
く
。

戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽

問

　地
震
で
壊
れ
た
浄
化
槽
を

個
人
で
復
旧
し
た
と
き
の
町
の

支
援
は
。

答

　町
管
理
の
浄
化
槽
は
す
べ

て
町
で
対
応
。
個
人
で
設
置
さ

れ
た
方
は
個
人
で
管
理
と
な
る
。

そ
の
他
の
質
疑

３月定例会

３月５日

令和２年４月28日から令和３年４月

１日までに出生した新生児に、一人

当たり12万円を支給するもの。

旧粕川小学校解体工事予算の工事請

負金額の差額を基金に積み立てるも

の。

黒川地域行政事務組合負担金
（ごみ焼却処理負担金）
黒川地域行政事務組合負担金
（ごみ焼却処理負担金）

商品券発行事業補助金商品券発行事業補助金

公共施設整備基金積立

子育て世帯臨時
特別給付金
子育て世帯臨時
特別給付金

郷郷ランド
複合遊具設置工事等

郷郷ランド
複合遊具設置工事等

公共施設整備基金積立

－1663
万円

5193
万円

強い農業担い手づくり
総合支援交付金

強い農業担い手づくり
総合支援交付金

ヤンチャ丸に代わる
遊具の設置

ヤンチャ丸に代わる
遊具の設置

令和２年度　一般会計補正予算
補正予

算

令和２年度一般会計補正予算
一般会計（第11号）と戸別合併処理浄化槽特別会計の補正予算が提出
され、原案どおり可決しました。

減額理由：地震により被災した戸別合併処理浄化槽修理が国庫補助等の
　　　　　対象となったため、繰入金を減額するもの。

396
万円

802
万円

600
万円

5012
万円

問　申し込みが全世帯の半分だったとのこと

だが、どう分析しているのか。

答　今年度、３割増及び全戸配布の商品券に

続いての５割増ということで必要とされなか

ったと思うしかない。

問　負担金増額の要因は。

答　台風19号災害等により、ごみが増加し

た分。

問　交付金の内容は。

答　購入価格の30％以内、上限300万円を

農業機械を購入する２法人に交付。

問　ヤンチャ丸に代わる遊具設置をどう考え

ているのか。

答　庁舎内で検討中である。

今回の主な

め  だ  ま

　令和２年度一般会計補正予算は１億9271万円減額となり、歳入歳出それぞれ69億

2719万円となった。主なものは、郷郷ランド遊具設置工事と公共施設整備基金積立

など計上されたが、一方で事業費確定などにより大幅減額となった。

定
例
会

定
例
会

令和３年５月
№202おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会
令和３年５月

№202おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会
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　西
光
寺
川
の
浚
渫
事
業
が

い
ま
だ
に
未
着
手
な
の
は
ど
の

よ
う
な
理
由
な
の
か
。

答

　町
長

　今
年
１
月
の
大
雪
、

工
事
工
程
の
見
直
し
な
ど
も
あ

り
、
今
年
２
月
下
旬
よ
り
工
事

着
手
。
年
度
内
に
完
了
予
定
で

あ
る
。

問

　台
風
19
号
発
災
後
に
、
町

が
取
り
組
ん
だ
内
水
対
策
事
業

及
び
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答

　町
長

　緊
急
浚
渫
推
進
事

業
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
以
降

も
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
水
田

が
持
っ
て
い
る
洪
水
緩
和
機
能

を
活
用
し
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
に
よ

り
災
害
を
軽
減
で
き
な
い
か
を

関
係
機
関
と
検
討
中
で
あ
る
。

問

　羽
生
地
区
の
打
越
、
堤
田

は
大
雨
の
都
度
大
規
模
な
内
水

が
発
生
し
、
住
宅
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
い
ま
だ
に
対

策
が
取
ら
れ
て
い
な
い
が
、
問

題
で
は
。

答

　地
域
整
備
課
長

　味
明
川

浚
渫
事
業
と
と
も
に
県
に
お
願

い
す
る
。
下
流
域
の
水
田
の
所

有
者
に
理
解
を
い
た
だ
き
、
改

良
区
と
協
議
を
進
め
な
が
ら
対

応
を
検
討
す
る
。

問

　堤
防
改
修
に
併
せ
、
排
水

機
能
を
強
化
す
る
よ
う
、
見
直

し
を
国
・
県
に
要
望
す
る
と
答

え
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
進

ん
で
い
る
の
か
。

答

　地
域
整
備
課
長

　災
害
復

旧
で
は
現
況
復
旧
が
原
則
。
機

能
強
化
は
難
し
い
。
配
水
路
等

の
整
備
の
必
要
性
、
排
水
先
の

吉
田
川
で
の
排
水
停
止
の
規
制

な
ど
、
今
後
検
討
が
必
要
。

問

　本
町
の
内
水
対
策
と
し
て
、

水
田
の
遊
水
地
ま
た
は
貯
留
施

設
を
利
用
す
る
計
画
は
。

答

　町
長

　吉
田
川
の
堤
防
が

破
堤
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
遊
水
地
の
計
画
が
必
要
。

問

　国
で
は
、
国
土
強
靭
化
５

か
年
加
速
化
対
策
で
、
排
水
機

場
は
4
0
0
施
設
の
遠
隔
操
作

を
実
施
す
る
。
そ
の
中
に
、
本

町
の
施
設
は
入
っ
て
い
る
の
か
。

に
対
応
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
を
小
・
中
学
校
兼
務
で
１

名
配
置
す
る
予
定
と
し
て
い
る

が
ど
う
な
の
か
。

答

　学
校
教
育
課
長

　先
生
方

は
ネ
ッ
ト
環
境
が
揃
っ
た
と
こ

ろ
で
の
研
修
支
援
を
望
ん
で
お

り
、
今
年
度
は
配
置
し
な
い
。

答

　地
域
整
備
課
長

　現
在
、

国
の
計
画
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

今
後
、
鶴
田
川
沿
岸
土
地
改
良

区
と
協
議
を
し
て
い
く
。

問

　急
激
な
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

内 水 対 策 の 計 画 は

田んぼダムの機能を活用（町長）

学
校
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
全
力
を

排
水
機
能
の
強
化
を

▲西光寺川(東成田)浚渫工事着手

石垣　正博議
員

いし がき まさ ひろ

一
般
質
問
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7名が町政を質す!

ただ

まさひろいしがき

P.16
P.17

P.18

P.19

質問議員 質　　問　　件　　名 掲載ページ
1．防災力向上に全力を
2．学校のデジタル化について
1．大郷町都市計画マスタープランについて
2．ふれあい号について
1．新型コロナウイルス対策について
2．中粕川地区復興まちづくり計画について
3．「未来型故郷創生」のまちづくりについて
1．令和３年度施政方針について
1．大郷町都市計画マスタープランについて
1．公共交通体制の見直しについて
2．新型コロナウイルスワクチン接種について
1．農業支援策は

次ページから一般質問

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない。

（↑）は増額、（↓）は減額

令和３年第１回定例会　議案採決結果一覧表
石
川
良
彦

若
生
　
寛

千
葉
勇
治
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垣
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高
橋
重
信

和
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直
義

石
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和

熱
海
文
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中
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千
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大
友
三
男
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間
茂
幸
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牧
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大
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水道事業会計（第５号）
①収益的支出：2億6484万円（89万円↓）
②資本的支出：1億2312万円（446万円↓）

一般会計（第10号） 69億2719万円（1億9271万円↓）

国民健康保険（第４号）  9億2615万円（3365万円↓）
介護保険（第３号） 10億5365万円（1235万円↑）

後期高齢者医療（第３号） 8130万円（140万円↓）

下水道事業（第３号） 2億3552万円（382万円↓）

農業集落排水事業（第３号） 6414万円（134万円↓）
戸別合併処理浄化槽（第３号） 6794万円（101万円↓）
宅地分譲事業（第４号）  2627万円（72万円↓）

特

　別

　会

　計

戸別合併処理浄化槽特別会計（第４号） 6795万円（1万円↑）

一般会計（第11号） 69億2100万円（619万円↓）

一般会計
国民健康保険
介護保険
後期高齢者医療
下水道事業
農業集落排水事業
戸別合併処理浄化槽
宅地分譲事業

水道事業会計

特

　別

　会

　計

補

正

予

算

P10-
11

令
和
３
年
度
当
初
予
算

P2－8

おみつおおとも

としかずいしかわ

やすひろよし だ

わこ う ひろし

ゆうち じば

なおよしわ が

石垣　正博 議員

大友　三男 議員

吉田　耕大 議員

千葉　勇治 議員

和賀　直義 議員
石川　壽和 議員

若生　　寛 議員

P.13

P.14

P.15
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答

　町
長

　堤
防
が
強
靭
化
さ

れ
、
台
風
19
号
時
の
雨
量
よ
り

あ
と
1
0
0
㎜
多
く
降
っ
て
も

持
ち
こ
た
え
る
。
今
後
遊
水
地

づ
く
り
に
も
力
を
注
ぎ
土
手
崎

・
三
十
丁
地
区
も
守
っ
て
い
き

た
い
。

　
　今
後
の
接
種
計
画
は
。

答

　特
命
参
事

　最
新
の
情
報

で
は
４
月
末
ま
で
に
町
に
配
布

さ
れ
、
接
種
で
き
る
の
は
５
月

を
越
え
る
予
定
で
あ
る
。

問

　以
前
の
説
明
で
は
、
集
団

接
種
を
大
和
町
に
場
所
を
設
け

て
行
う
と
い
う
話
だ
っ
た
。
今

回
は
な
る
べ
く
希
望
す
る
場
所
、

地
元
で
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、

変
更
に
な
っ
た
の
か
。

答

　特
命
参
事

　基
本
的
に
は

か
か
り
つ
け
医
等
の
医
療
機
関

︵
町
内
外
問
わ
ず
︶
で
予
約
を

取
っ
て
接
種
し
て
も
ら
う
こ
と
。

集
団
接
種
は
あ
く
ま
で
補
完
的

な
取
り
組
み
で
あ
る
。

問

　感
染
ま
ん
延
防
止
の
た
め

福
祉
関
係
や
学
校
関
係
な
ど
で

働
く
方
々
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
受
診
へ

の
一
部
支
援
を
行
い
互
い
に
安

心
し
て
働
け
る
環
境
整
備
を
。

答

　町
長

　P
C
R
検
査
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。
今
後
、
ま
ん

延
の
兆
し
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
保
健
所
と
協
議
し
な
が
ら

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

問

　今
後
も
増
水
や
地
震
な
ど

で
河
川
氾
濫
が
考
え
ら
れ
る
。

災
害
復
旧
で
頑
強
な
堤
防
が
整

備
さ
れ
て
も
、
地
域
住
民
が
安

心
で
き
る
場
所
に
な
る
の
か
不

安
だ
が
考
え
は
。

答

　復
興
定
住
推
進
課
長

　あ

く
ま
で
地
震
時
を
想
定
し
た
避

難
所
で
避
難
弱
者
の
点
呼
を
行

う
と
こ
ろ
。
継
続
的
に
大
雨
等

が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
安
全

な
場
所
に
逃
げ
て
い
た
だ
く
考

え
で
あ
る
。

問

　東
日
本
大
震
災
の
時
、
堤

防
は
結
構
割
れ
て
い
る
。
地
震

だ
か
ら
川
は
大
丈
夫
だ
と
い
う

こ
と
で
い
い
の
か
。
も
っ
と
慎

重
な
議
論
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

コロナワクチン接種いつから

高齢者優先で５月過ぎから（特命参事）

中
粕
川
地
区
の

　
　
　

  

復
興
計
画

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

▲決壊箇所間近に１ｍ程度の嵩上げで避難所の役割果たせるのか

千葉　勇治議
員

ち ば ゆう じ

一
般
質
問
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で
も
、
利
用
で
き
る
よ
う
要
件

緩
和
を
す
べ
き
で
は
。

答

　保
健
福
祉
課
長

　需
要
が

あ
る
か
調
査
し
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
検
討
す
る
。

答

　町
長

　本
当
に
困
っ
て
い

る
人
の
た
め
に
運
行
し
た
わ
け

で
、
こ
れ
で
十
分
だ
と
思
う
。

問

　調
査
し
需
要
が
あ
っ
た
場

合
、
年
度
途
中
で
も
変
更
可
能

か
。

答

　保
健
福
祉
課
長

　調
査
結

果
必
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
変

え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問

　希
望
の
丘
団
地
に
隣
接
す

る
8
0
0
0
㎡
の
土
地
を
購
入

し
て
か
ら
、
約
６
年
経
過
し
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
利
用
す

る
考
え
か
。

答

　町
長

　ほ
と
ん
ど
考
え
て

い
な
い
。

　
　

問

　現
行
の
利
用
要
件
は
75
歳

以
上
と
し
て
い
る
が
、
自
分
で

移
動
で
き
な
い
74
歳
以
下
の
方

い
の
で
は
。

答

　町
長

　22
区
バ
ラ
ン
ス
良

く
全
部
同
じ
よ
う
な
金
太
郎
あ

め
を
切
っ
た
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
は
し
た
く
な
い
。
特
徴
の
あ

る
町
を
創
る
。

問

　東
日
本
台
風
被
害
に
よ
り
、

世
帯
数
や
人
口
が
減
少
し
、
さ

ら
に
、
高
齢
化
が
進
み
若
い
世

代
が
減
少
し
て
い
る
中
粕
川
地

区
を
、
衰
退
さ
せ
ず
10
年
後
、

20
年
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
活

気
の
あ
る
町
に
つ
く
り
上
げ
て

い
く
の
か
。

答

　町
長

　私
に
聞
く
ん
じ
ゃ

な
く
て
、
あ
な
た
の
ほ
う
で
提

案
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

問

　民
有
地
が
主
体
の
都
市
計

画
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
各
地

に
点
在
し
て
い
る
、
町
有
地
の

利
用
が
重
要
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

答

　町
長

　企
業
誘
致
や
定
住

促
進
な
ど
、
土
地
条
件
を
活
か

せ
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
　都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定
に
あ
た
り
、
審
議
会
に

行
政
区
長
は
何
名
参
加
し
た
の

か
。

答

　ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

　

審
議
会
構
成
委
員
規
則
で
、
７

名
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
区
長

会
推
薦
の
１
名
で
す
。

問

　全
体
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

策
定
に
あ
た
り
、
行
政
区
長
全

員
に
直
接
意
見
・
要
望
を
聞
く

こ
と
を
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

答

　ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
意
見

を
募
集
し
た
。
審
議
会
参
加
の

区
長
か
ら
は
、
各
区
長
を
通
じ

て
意
見
を
集
め
る
必
要
も
あ
っ

た
の
で
は
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

問

　都
市
計
画
区
域
と
区
域
外

と
、
大
き
く
分
け
る
こ
と
で
格

差
が
広
が
り
、
行
政
区
ご
と
の

課
題
を
改
善
し
な
け
れ
ば
、
衰

退
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
も
出
て
、

均
衡
あ
る
発
展
に
つ
な
が
ら
な

格差が広がらないまちづくりを

特 徴 の あ る 町 を 創 る（町長）

中
粕
川
の
復
興
状
況

町
有
地
の
活
用
は

ふ
れ
あ
い
号
利
用
の

要
件
緩
和
を

一
般
質
問

▲地域格差が広がらない計画を

粕川

大友　三男
おお とも みつ お

議
員
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　農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
に
つ
い
て
考
え
は
。

答

　町
長

　喫
緊
に
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
捉
え

て
い
る
。
今
後
、
町
外
か
ら
の

移
住
就
農
者
も
受
け
入
れ
る
た

め
の
体
制
、
支
援
策
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
就

農
者
確
保
対
策
に
努
め
て
い
く
。

問

　生
産
組
織
・
農
業
法
人
全

23
組
織
の
後
継
者
が
決
ま
っ
て

い
る
の
は
い
く
つ
あ
る
の
か
。

答

　農
政
商
工
課
長

　95
％
で

あ
る
。

問

　個
人
経
営
︵
担
い
手
︶
57

名
中
60
代
と
70
代
が
44
名
と
い

う
状
況
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の

か
。

答

　農
政
商
工
課
長

　厳
し
い

状
況
と
感
じ
て
い
る
。
今
あ
る

補
助
、
支
援
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら

後
継
者
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問

　新
規
就
農
支
援
は
、
後
継

ぎ
就
農
者
に
は
適
用
さ
れ
な
い

と
の
こ
と
だ
が
。

答

　農
政
商
工
課
長

　国
の
補

助
事
業
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
対

象
に
な
ら
な
い
場
合
の
要
件
が

あ
る
。
後
継
者
の
た
め
補
助
の

対
象
外
で
な
い
補
助
も
あ
る
の

で
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て
も
案

内
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

問

　大
松
沢
の
３
つ
の
大
型
施

設
園
芸
農
場
の
現
状
は
。

答

　町
長

　イ
グ
ナ
ル
フ
ァ
ー

ム
は
、
台
風
19
号
に
よ
り
大
き

な
被
害
が
あ
っ
た
が
、
現
在
施

設
・
設
備
等
を
復
旧
し
労
働
力

の
削
減
、
収
量
の
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

東
北
ア
グ
リ
ヒ
ト
は
、
台
風
19

号
に
よ
り
施
設
が
全
壊
し
た
が
、

再
建
に
向
け
て
、
国
・
県
と
協

議
を
進
め
て
い
る
。
村
上
農
園

は
嵩
上
げ
高
の
変
更
や
社
内
協

議
に
時
間
を
要
し
た
が
、
令
和

３
年
度
内
の
操
業
開
始
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
る
。

問

　新
た
な
農
業
施
設
誘
致
に

つ
い
て
伺
う
。

答

　町
長

　３
農
業
法
人
進
出

決
定
後
、
複
数
の
問
合
せ
や
照

会
も
あ
っ
た
が
、
現
時
点
で
は

具
体
的
交
渉
案
件
は
な
い
。

と
き
に
安
全
で
安
心
だ
と
い
う

こ
と
を
伝
え
、
誘
致
し
て
は
。

答

　ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

　

県
で
も
大
郷
町
の
取
り
組
み
を

理
解
し
て
い
る
。
県
に
あ
っ
た

相
談
等
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

を
改
め
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
。

答

　町
長

　県
管
理
の
河
川
に

つ
い
て
、
積
極
的
に
強
く
お
願

い
し
て
い
る
。

問

　中
小
河
川
の
浚
渫
作
業
を

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
令
和
４
年

３
月
完
了
に
向
け
て
、
取
り
組

む
と
示
さ
れ
た
が
、
イ
グ
ナ
ル

フ
ァ
ー
ム
に
被
害
を
及
ぼ
し
た

新
堀
川
は
対
象
外
な
の
か
。

答

　地
域
整
備
課
長

　県
の
管

理
河
川
で
あ
り
、
把
握
し
て
い

な
い
。
県
に
内
容
を
確
認
す
る
。

問

　新
し
く
進
出
す
る
企
業
の

問
い
合
わ
せ
、
照
会
が
あ
っ
た

農家の高齢化と
　　　担い手不足への考えは

早急に解決しなければと思っている（町長）

内
水
対
策
は

大
型
園
芸
ハ
ウ
ス
の
現
状
は

石川　壽和議
員

いし かわ とし かず

0人

5人

10人

15人

20人

25人

30人

30代 40代 50代

個人農業経営（担い手）年代別内訳

60代 70代

3

5 5

29

15

一
般
質
問
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問
　
不
登
校
児
童
へ
の
対
応
と

し
て
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想

が
有
効
と
考
え
る
が
。

答
　
教
育
長

　Ⅰ
Ｃ
Ｔ
教
育
が

進
む
程
、
個
別
最
適
化
の
教
育

が
展
開
で
き
、
不
登
校
の
子
供

た
ち
、
外
国
子
女
に
対
し
て
も

教
育
活
動
の
保
障
が
で
き
る
。

問
　
小
学
校
の
全
学
年
を
一
律

35
人
に
す
る
こ
と
が
国
よ
り
示

さ
れ
た
。
学
力
向
上
、
教
師
の

多
忙
の
改
善
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
対
策
に
も
有
効

で
は
。

答
　
教
育
長

　小
学
１
・
２
年

生
及
び
中
学
１
年
生
が
35
人
学

級
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
学
年

に
対
し
教
員
補
助
者
を
配
置
し
、

学
習
習
慣
や
生
活
習
慣
の
定
着

を
図
っ
て
い
る
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収

束
の
切
り
札
で
あ
る
ワ
ク
チ
ン

接
種
ま
で
の
流
れ
は
。

答
　
特
命
参
事

　４
月
23
日
頃

に
接
種
券
が
対
象
者
に
送
ら
れ
、

そ
の
中
の
希
望
の
医
療
機
関
を

選
ん
で
い
た
だ
き
、
主
治
医
が

あ
る
場
合
は
相
談
の
上
受
け
る

こ
と
に
な
る
。

　

問
　
感
染
対
策
と
し
て
、
公
共

施
設
の
手
洗
い
場
を
自
動
水
栓

設
備
に
改
善
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。
特
に
小
学
校
、
道
の
駅
、

公
民
館
は
第
一
優
先
に
。

答
　
町
長

　更
新
が
必
要
な
箇

所
は
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
、
順
次
更
新
し
て
い
く
。

問
　
﹁
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実

で
心
豊
か
な
ま
ち
﹂
に
つ
い
て
、

重
点
と
す
る
施
策
は
。

答
　
教
育
長

　G
I
G
A
ス
ク

ー
ル
構
想
に
基
づ
く
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
推
進
で
あ
る
。

問
　
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
具
体

的
取
り
組
み
は
。

答
　
教
育
長

　先
生
に
は
研
修

会
・
先
進
地
視
察
等
を
検
討
し
、

児
童
生
徒
に
は
年
間
指
導
計
画

に
情
報
モ
ラ
ル
を
位
置
づ
け
る
。

　
　
﹁
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
健
康
な
ま
ち
﹂
に
つ
い
て
、

重
点
と
す
る
施
策
は
。

答
　
町
長

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
脅
威
か
ら
健
康
を

守
る
た
め
、
早
期
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
進
め
る
。

問
　
移
動
困
難
な
人
、
単
身
赴

任
者
へ
の
対
応
は
。

答
　
町
長

　接
種
実
施
医
療
機

関
が
行
う
個
別
接
種
を
基
本
と

し
、
集
団
接
種
も
補
完
的
に
実

施
。
介
護
施
設
入
所
者
、
単
身

赴
任
者
な
ど
は
、
滞
在
し
て
い

る
市
町
村
で
接
種
が
受
け
ら
れ

る
。

問
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
情
報

提
供
・
啓
発
は
。

答
　
町
長

　任
意
接
種
と
な
る

た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
り
丁

寧
に
情
報
提
供
を
行
う
。

一
般
質
問

▲自動水栓化で感染予防

「安心して暮らせる
　　　   健康なまち」の施策は

ワクチン接種を早期に進める（町長）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
下
の

　
　
モ
ラ
ル
教
育
は

和賀　直義
わ が なお よし

議
員
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　カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
今
後
の
予
定
は
。

答

　町
長

　施
設
の
建
設
は

J
A
新
み
や
ぎ
が
主
導
し
て
い

る
。
対
象
地
域
で
の
利
用
説
明

会
を
予
定
し
て
い
る
。
施
設
の

活
用
と
前
川
ほ
場
整
備
等
と
連

携
し
、
関
係
機
関
と
情
報
共
有

し
地
域
農
業
の
活
性
化
、
生
産

性
向
上
に
努
め
て
行
く
。

問

　利
用
見
込
み
は
。

答

　農
政
商
工
課
長

　２
月
時

点
で
約
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

利
用
見
込
み
で
あ
る
。
3
0
0

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
利
用
目
標
に
向

け
、
地
域
に
出
向
き
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

　利
用
料
金
へ
の
応
援
を
。

答

　町
長

　農
協
と
話
し
合
い
、

農
家
が
ど
の
よ
う
な
支
援
を
考

え
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

問

　農
業
振
興
総
合
補
助
金
の

利
用
状
況
は
。

答

　町
長

　現
段
階
で
の
見
込

み
で
は
利
用
件
数
18
件
、
補
助

金
額
8
2
0
万
円
で
あ
る
。
内

容
は
農
業
機
械
の
導
入
、
各
地

域
で
実
施
す
る
集
落
機
能
維
持

等
の
事
業
で
あ
る
。

問

　個
人
農
家
へ
特
化
し
た
支

援
策
は
。

答

　町
長

　こ
れ
ま
で
と
同
様

の
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
。

答

　農
政
商
工
課
長

　認
定
農

家
以
外
で
は
各
種
要
件
は
あ
る

が
﹁
が
ん
ば
る
農
家
支
援
事

業
﹂
が
あ
り
、
上
限
20
万
円
、

補
助
率
は
７
％
で
あ
る
。

問

　米
の
﹁
生
産
の
目
安
﹂
に

よ
り
作
付
面
積
が
減
少
と
な
り

収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
が

農
家
へ
の
支
援
策
は
。

答

　町
長

　町
全
体
で
29
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
配
分
率
で
約
1
・
3

％
の
減
と
な
る
。
減
少
分
を
備

蓄
米
、
飼
料
用
米
等
の
新
規
需

要
米
へ
の
転
換
で
収
入
は
主
食

用
米
と
同
程
度
確
保
で
き
る
も

の
と
思
う
。
野
菜
等
へ
の
助
成

金
を
増
額
し
て
対
応
す
る
。

問

　新
市
場
開
拓
米
、
輸
出
米

の
内
容
は
。

答

　農
政
商
工
課
長

　基
本
的

に
は
全
農
が
対
応
す
る
。
途
中

経
過
で
は
あ
る
が
25
名
、
約
16

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
申
請
が
あ
る
。

問

　増
額
す
る
助
成
金
の
内
容

は
。

答

　農
政
商
工
課
長

　町
と
し

て
強
く
推
し
て
行
く
作
物
と
し

て
枝
豆
、
ネ
ギ
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ

は
、
10
ア
ー
ル
あ
た
り
１
万
円

を
２
万
円
へ
増
額
す
る
。
他
の

野
菜
等
は
一
律
で
1
0
0
0
円

の
増
額
で
対
応
す
る
。

カントリー　　利用料金への応援をエレベーター

農家の考えを聞きたい（町長）

農
業
支
援
策
は

若生　　寛議
員

わこ う ひろし

▲建設が進むカントリーエレベーター

一
般
質
問
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問

　集
団
接
種
会
場
に
公
共
交

通
機
関
で
来
場
さ
れ
る
方
に
対

し
交
通
費
を
無
料
に
す
る
考
え

は
。

答

　町
長

　移
動
手
段
の
な
い

方
に
対
す
る
接
種
会
場
ま
で
の

交
通
手
段
に
つ
い
て
は
、
何
ら

か
の
手
配
を
す
る
。

問

　引
換
券
を
発
行
し
て
、
住

民
バ
ス
や
ふ
れ
あ
い
号
を
活
用

す
る
考
え
は
。

答

　特
命
参
事

　集
団
接
種
に

つ
い
て
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運

行
が
で
き
な
い
も
の
か
現
在
検

討
中
で
あ
る
。

問

　ふ
れ
あ
い
号
の
利
用
対
象

の
拡
大
の
考
え
は
。

答

　町
長

　ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
需
要
と
供
給
を
見
定
め
、

当
初
の
目
的
に
資
す
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

問

　川
北
・
川
南
に
分
か
れ
て

い
る
運
行
体
制
の
見
直
し
を
。

答

　保
健
福
祉
課
長

　問
題
点

と
し
て
考
え
て
い
る
。
今
後
ど

う
い
っ
た
運
用
が
い
い
の
か
、

そ
の
辺
も
含
め
な
が
ら
考
え
て

い
き
た
い
。

問

　黒
川
地
域
内
の
病
院
で
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
行
え
る
よ
う
、

医
師
会
に
要
望
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

答

　町
長

　黒
川
医
師
会
の
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
集
団
接

種
の
実
施
に
関
す
る
協
力
要
請

も
含
め
、
現
在
医
師
会
と
詳
細

を
協
議
中
で
あ
る
。

　
　公
共
交
通
体
制
の
見
直
し

や
更
な
る
活
用
を
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
施
策
は
。

答

　町
長

　令
和
3
年
度
中
に

ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
含
め
運
行
見

直
し
を
検
討
す
る
。

問

　住
民
バ
ス
の
休
日
運
行
の

考
え
は
。

答

　町
長

　よ
り
多
く
の
皆
さ

ん
の
生
活
の
足
と
し
て
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
協
議
を
進
め

て
い
く
。
黒
川
圏
域
、
松
島
駅
、

利
府
駅
、
泉
中
央
駅
ま
で
運
行

で
き
れ
ば
と
思
う
。
仙
台
都
市

圏
と
意
見
調
整
し
て
い
き
た
い
。

問

　学
生
な
ど
に
と
っ
て
学
校

に
行
く
だ
け
の
バ
ス
で
は
な
く
、

普
段
の
足
に
な
る
よ
う
早
期
に

解
決
を
。

答

　ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

　

全
力
を
も
っ
て
あ
た
ら
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

住 民 バ ス の 休 日 運 行 を

仙台圏域と意見調整していきたい（町長）

交
通
体
制
の
見
直
し
を

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
応
は

一
般
質
問

吉田　耕大
よし だ やす ひろ

議
員

▲学生のためにも休日運行を

ふ
れ
あ
い
号
の
拡
充
を
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第２回　臨時会
２月12日（金）

第１回　臨時会
１月20日（水）

コロナ関連経費等1億2845万円コロナ関連経費等

縁の郷の指定管理者に㈱ラトリエ縁の郷の指定管理者

臨
時
会

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない。

第２号

第３号

第４号

第５号

議　案

第６号

議　案

指定管理者

物産館

開発センター

施　設　名 期　　　間

㈱おおさと地域振興公社

縁の郷

ふれあい農園
㈱ラトリエ

令和3年4月1日
から

令和8年3月31日

（５年間）

指定管理料

なし

460万円

なし

工　　　期工　事　名 契 約 金 額

令和３年３月29日まで旧粕川小学校解体工事 １億1605万円

契約業者名

宮本産業㈱

︻
議
案
第
２
号
︼

物
産
館
の
指
定
管
理
者
の

指
定

問

　町
と
し
て
、
今
後
５
年

間
の
指
定
管
理
す
る
課
題
は
。

答

　令
和
３
年
度
以
降
も
新

商
品
の
開
発
等
、
縁
の
郷
と

の
連
携
も
取
り
な
が
ら
新
た

な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

︻
議
案
第
３
号
︼

開
発
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定

問

　開
発
セ
ン
タ
ー
の
機
械

類
の
利
用
や
活
用
の
考
え
は
。

答

　来
年
度
の
状
況
を
見
な

が
ら
ど
う
い
う
管
理
体
制
を

整
え
た
ほ
う
が
良
い
か
も
考

え
て
み
た
い
。

︻
議
案
第
５
号
︼

ふ
れ
あ
い
農
園
の
指
定
管

理
者
の
指
定

問

　利
用
さ
れ
る
方
に
現
状

の
ま
ま
の
畑
を
お
貸
し
す
る

の
か
。

答

　地
元
の
農
業
法
人
に
委

託
と
い
っ
た
形
を
考
え
て
い

る
。
作
業
道
や
排
水
の
関
係

は
法
人
・
地
権
者
の
話
を
伺

い
な
が
ら
、
最
終
段
階
に
入

っ
て
い
る
。

︻
議
案
第
１
号
︼

令
和
２
年
度
大
郷
町
一
般
会
計

補
正
予
算
︵
第
９
号
︶

　新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

か
か
る
経
費
、
中
央
公
民
館
解
体

工
事
費
等
１
億
2
8
4
4
万
8
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
71
億

1
9
8
9
万
6
千
円
と
な
る
。

問

　黒
川
郡
内
で
集
団
接
種
で
き

る
場
所
は
富
谷
市
で
１
カ
所
、
大

和
町
で
１
カ
所
だ
け
と
の
こ
と
だ

が
、
本
町
の
接
種
が
遅
れ
る
よ
う

な
こ
と
は
な
い
の
か
。

答

　そ
う
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
た
い
。
集
団
接
種
の
運

営
方
法
に
つ
い
て
は
今
後
４
市
町

村
で
協
議
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。

問

　公
民
館
の
解
体
工
事
は
、
な

ぜ
こ
ん
な
に
急
に
な
っ
た
の
か
。

答

　バ
ル
コ
ニ
ー
の
調
査
を
行
い
、

建
築
基
準
法
に
基
づ
き
避
難
路
的

に
耐
久
力
不
足
が
報
告
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
移
転
と
な
っ
た
。

問

　公
民
館
移
転
先
の
開
発
セ
ン

タ
ー
の
改
修
費
︵
2
5
9
万
円
︶

は
十
分
な
の
か
。

答

　現
在
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、

会
議
室
が
２
つ
あ
る
の
で
対
応
で

き
る
。

工事請負契約の締結

石
川
良
彦

若
生
　
寛

千
葉
勇
治

石
垣
正
博

高
橋
重
信

和
賀
直
義

石
川
壽
和

熱
海
文
義

田
中
み
つ
子

佐
藤
千
加
雄

大
友
三
男

赤
間
茂
幸

佐
藤
　
牧

吉
田
耕
大

採
決
結
果

議　　　　案　　　　名
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議案第１号

議案第２号～第３号

議案第４号～第５号

議案第６号

議案採決結果一覧表
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議会の主な動き（1/1～3/31）

月　日

1/5

1/15

1/18

1/19

1/20

1/26

1/28

2/9

2/12

2/16

2/17

2/18

2/19

用　　　　　務

広報広聴常任委員会

広報広聴常任委員会

議員全員協議会

宮城県後期高齢者医療広域連合議会議員全員協議会

第１回臨時会

教育民生常任委員会

総務産業常任委員会

議員全員協議会

第 23回災害対策調査特別委員会

第２回臨時会

議員全員協議会・広報広聴常任委員会

くろかわ商工会大郷支部との懇談会

宮城県町村議会議長会表彰式・定期総会

宮城県黒川地方町村議会議長会定期総会

議会運営委員会

黒川地域行政事務組合議会定例会

月　日

2/24

2/28

3/3～18

3/3

3/5

3/10

3/12

3/16

3/19

3/24

3/26

3/30

用　　　　　務

議会運営委員会

議会改革調査特別委員会小委員会

第24回災害対策調査特別委員会

第９回議会改革調査特別委員会

第25回災害対策調査特別委員会［住民懇談会］

第１回定例会

議員全員協議会

広報広聴常任委員会

第26回災害対策調査特別委員会

大郷中学校卒業式

議員全員協議会・議会運営委員会

第27回災害対策調査特別委員会

大郷小学校卒業式

広報広聴常任委員会

議員全員協議会

広報広聴常任委員会・議会運営委員会

災害対策調査特別委員会災害対策調査特別委員会
２月９日　第23回　復興再生ビジョンの進捗状況について

　復興計画の具体的内容について

２月24日　第24回　住民懇談会の内容について
２月28日　第25回　住民懇談会実施

　会場：中粕川分館・B＆G海洋センター

３月10日　第26回　住民懇談会のまとめ
３月16日　第27回　今後の方針について

２月24日　第９回　今後の運営について
　３つの分科会を設置し、今後はより速やかに議会改革を進めていく

適正な議員定数に関する調査

議会基本条例に関する調査

議会のIT化に関する調査

◎和賀直義・石垣正博・高橋重信・佐藤千加雄・大友三男・千葉勇治・石川壽和

◎熱海文義・若生　寛・田中みつ子・千葉勇治・石川壽和

◎佐藤　牧・赤間茂幸・吉田耕大・千葉勇治・石川壽和
◎：座長

▲被災された住民との懇談会

確かな復興へ確かな復興へ

議会改革調査特別委員会議会改革調査特別委員会
よりスピーディに改革をよりスピーディに改革を

委
員
会
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▲和室の更なる利用を ▲空き家バンクに登録を

物産館の有効活用を

　２階の利用については、キッズスペー

スと多目的利用の和室として活用してい

る。

　今後も施設の利用促進を図るために、

おおさと地域振興公社と連携を図りなが

ら、重点的に広くＰＲを実施し、多くの

皆さんに利用していただける観光拠点と

しての役割を果たしていくよう連携して

いく。 農政商工課

（議会広報198号　追跡リポート）

　本町においても高齢化社会の進展など
に伴い、適正な維持管理がなされていな
い倒壊危険住宅の増加が懸念されており
ます。
 町では庁舎内の関係部署と連携し、家
屋の維持保全に対する所有者責任を明確
化するとともに、倒壊危険住宅の所有者
に必要な措置を講ずるよう指導等を行っ
て参ります。
 また、空き家が倒壊危険住宅となる前
に、賃貸や売買等、利活用いただくため、
家屋の所有者に対し、空き地・空き家バ
ンクの制度等の周知に努めて参ります。
 復興定住推進課　

その後の対応と今後の計画

　物産館２階の利用については、新型コ
ロナウイルス感染拡大対策としての施設
利用の制限、利用者の方の利用自粛等に
より、施設利用は減っている状況の中、
コロナウイルス対策をした上での利用も
感染拡大状況を見ながら、対応している
ところです。
　今後の計画については、現在の利用方
法も継続しながら、キッズスペースの拡
充等も含め、施設利用者の方に喜んでい
ただけるようなスペースになるよう、お
おさと地域振興公社と検討しているとこ
ろです。 農政商工課

その後の対応と今後の計画

倒壊危険住宅対策を

　行政区長の協力をいただきながら空き

家の情報を収集し、適正に管理されてい

ない空き家等について所有者等に対し通

知している。

　老朽化が進み、町民の生活を脅かす存

在となる場合もあることから、今後も適

切な啓発指導を行い、関係部署と適切な

対策を検討していく。

まちづくり政策課  

（議会広報195号　追跡リポート）

その後どうなった… 第78回第78回第78回第78回
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【調査の概要】

　役場において、「家庭ごみの減量化」と

「認定こども園の現状について」の説明

を受け調査を行った。

〇前川ほ場整備事業について、地権者との協議

を迅速に行い、推進同意、本同意が得られる

よう土地改良区と連携し早期完工を望む。

〇枝豆産地化事業について、特産品、高収益野

菜として支援環境を整える必要がある。モロ

ヘイヤ栽培支援を行い作付け面積を拡張すべ

きである。

〇耕作条件整備事業について、山崎地区が実施

されている。他の地域にも周知し、事業支援

を図られたい。

〇農泊推進事業について、都市との交流、移住

定住、空き家の有効活用につながると考えら

れる。国の補助制度等を活用し進められたい。

〇有害鳥獣対策について、イノシシ等の捕獲対

応・資格（罠免許）取得に対し、支援を期待

する。処理対策は黒川地政治組合と協議し、

施設の設置を望む。

〇スマート農業について、先進的な技術や経営

　を取り入れ、大型ほ場整備地区等で経済効果

　が向上するよう取り組みを。

農
業
支
援
の
充
実
を

次回は
「第８期介護保険事業計画の
　　　 円滑な運営について」
　　　　　　　　　を調査します。

次回は
「開発許可制度について」
　　　　　　　　　を調査します。

【調査の概要】

　農業振興施設について、パストラル縁

の郷と大郷町ふれあい農園及びJA新み

やぎ大郷穀類乾燥調製貯蔵施設（カント

リーエレベーター）の建設状況を視察し、

その後、説明を受け調査を行った。

総 務 産 業
常任委員会

教 育 民 生
常任委員会

総 務 産 業
常任委員会

教 育 民 生
常任委員会

【意見】ごみの減量化の推進を
〇家庭ごみを減らす取り組みについては、町民

に分かりやすく指導する取り組みが必要であ

る。ごみを作らない努力（買い物はマイバッ

クを持参するなど）が必要であり啓発に努め

られたい。

〇生ごみは十分に水分を切ってから出すことに

より減量化が図られるので周知徹底を図られ

たい。

子ども子育ての充実を
〇子ども・子育て支援計画において、関係機関

が一体となって連携を図り、具体的な支援策

を示し、安全・安心な幼児教育・保育が行わ

れることを望む。

〇保護者の了解のもと、保育・教育・福祉・保

健が情報の共有による一貫した支援に取り組

み、小学校への円滑な移行を図られたい。

〇新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応は、

基本的にはこども園で行われるが、必要に応

じて臨時交付金等を活用し支援されたい。

【意見】

1
26

委
員
会

▲担当課よりの説明 ▲民間企業による農泊事業

1
28
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広
報
広
聴
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

2 令和３年度予算 10 補正予算 23 追跡リポート
6 町当局へ19項目の意見を提言 13 一般質問 　   その後どうなった…

2021 令和３年５月１日2021 令和３年５月１日

　町
民
の
皆
様
に
は
、
写
真

の
撮
影
や
﹃
住
民
の
声
﹄
な

ど
に
い
つ
も
快
く
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
て
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
理
解
が
な
け
れ
ば
、

こ
の
広
報
は
成
り
立
た
な
い

の
だ
と
発
行
の
度
に
実
感
致

し
ま
す
。

　さ
て
、
本
町
は
今
復
興
の

真
っ
最
中
で
す
。
こ
の
ま
ま

ゆ
け
ば
数
年
の
内
に
さ
ら
に

町
づ
く
り
は
進
み
ま
す
。
そ

の
土
台
は
、
全
町
民
全
世
代

の
方
々
が
汗
を
流
し
て
作
り

上
げ
た
も
の
な
の
だ
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　新
年
度
も
町
民
の
皆
様
と

ご
一
緒
に
、
議
会
一
同
励
ん

で
参
り
ま
す
。

 

佐
藤

　
　牧

編
集
後
記

編
集
委
員

　委
　
員
　
長

　若
生

　
　寛

　副
委
員
長

　佐
藤

　
　牧

　委

　
　員

　吉
田

　耕
大

　委

　
　員

　赤
間

　茂
幸

　委

　
　員

　熱
海

　文
義

　委

　
　員

　石
川

　壽
和

希望の春

　い
ろ
い
ろ
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
大
郷
町
は
交
通
機
関
が
少
な
す
ぎ

る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
免
許

が
な
い
分
ど
こ
か
に
行
き
た
く
て
も
ど

こ
に
も
遊
び
に
行
け
な
い
の
で
他
の
町

村
よ
り
も
流
行
に
遅
れ
た
り
、
高
齢
者

が
免
許
返
納
し
た
場
合
は
買
い
物
等
の

足
が
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
と
言
っ
て

い
ま
す
が
、
バ
ス
も
タ
ク
シ
ー
も
電
車

も
な
い
分
ど
こ
で
高
齢
者
や
若
者
を
過

ご
し
や
す
く
さ
せ
ら
れ
る
の
か
、
町
と

し
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
教
え
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

も
っ
と  

　
　
　
　

住
み
や
す
い
町
に

6月3日㈭から
6月8日㈫まで

午前10時～

「おおさとみんなの議会198号」が

第40回県町村議会広報選考会にお

いて入選を受賞しました。

佐々木　勝顕さん

（ 木ノ崎 ）

さ さ き かつあき

　令和２年３月定例会より、
ライブ中継と録画を動画サ
イト「YouTube（ユーチ
ューブ）」にて、配信してい
ます。右記のQRコードよ
りご覧になれます。

▲編集作業

４
年
連
続
で
受
賞

お知らせ
議会報告会について、５月に予定しておりましたが新型コロナウイルス感染
拡大予防のため見合わせていただきます。

24

定例会定例会

町花：つつじ町花：つつじおおさとおおさと

令和３年５月１日
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